
 国際農林水産業研究成果情報 第 17号(2009:平成 21年度) -3 
 

［成果情報名］ モンゴル国の草原における牧民による自立的な井戸改修・維持管理手法の開発 

［要約］ モンゴル国の草原において、井戸を拠点とした牧民のグループ化を行い、井戸修理チ

ームによる井戸修理・維持管理体制を確立した。あわせて、資金調達の手段として羊を拠出する

ことによるファンドを設立し、これを運営することで、牧民による自立的な井戸改修・維持管理

ができる仕組みを開発した。 

［キーワード］ モンゴル国、草原、井戸、維持管理、羊ファンド 

［所属］ 国際農林水産業研究センター 農村開発調査領域  

［分類］ 技術 A 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【背景・ねらい】 

 モンゴル国の草原における水資源の多くは井戸である。これらのうち動力による揚水を行うよ

うな深井戸は行政による改修等が計画的に行われるが、深さ 10 m程度の浅井戸は改修や維持管理

が行われず利用不能となっているものも多く、家畜の飲み水を確保できないことから放牧地の有

効利用を阻害している。この主な原因は、①改修・維持管理の責任の所在が明らかでない、②改

修・維持管理するための資金がない、③地元に改修・維持管理する技術と体制がない、の３点で

ある。このため、これらの問題を改善し、井戸の利用主体である牧民自身が、自立して改修や維

持管理ができる仕組みを創出し、井戸の有効利用を図る。 

  
【成果の内容・特徴】 

1. 井戸を利用する牧民は、牧民グループ（10～20世帯）を創設し井戸改修計画を作成する。この

ことで牧民グループの井戸へのオーナーシップを高め、維持管理の実施主体を明確にする。 

2. 井戸の改修や維持管理費を支弁する都度、関係の牧民から現金を徴収するシステムは、牧民の

経済観念や現金管理の面でうまく機能しない。このため、牧民にとって抵抗感の小さい羊の生

体拠出という方法で「羊ファンド」をあらかじめ牧民グループ内に設け、これを財源として井

戸改修費用等に当てる。これにより井戸の改修・維持管理の実施促進を図る（図１）。 

3. 「羊ファンド」の羊は、グループの各牧民が、常に１頭の成雌羊をファンドの拠出分として飼

育する。ファンドに拠出した個体は明確にして管理する（図２）。井戸の改修・維持管理の際

には、これらをあらかじめ決めた順番に現金化する。 

4. バグ（村）行政は、バグ内のグループの牧民の中から、井戸を専門的に改修・維持管理するた

めに必要な３名を選抜し、「井戸修理チーム」としてバグ内に組織する。このチームの井戸改

修・維持管理のための技術力の養成を、井戸改修マニュアルや技術研修により行う。 

5. 以上の仕組みによる井戸改修・維持管理の実施の流れは以下のとおりである（図３）。 

①牧民グループはバグ行政を通じ、「井戸修理チーム」に井戸の改修・維持管理要請を行う。 

②「井戸修理チーム」が対象井戸の改修・維持管理の作業を実施する。 

③グループは、改修・維持管理に要した費用を「羊ファンド」から支出する。 

6. 2009年 12月現在、モンゴル国ウブルハンガイ県内に 21グループが創設され、うち２グループ

が井戸改修を行った。モンゴル政府もこの手法を高く評価し、広範囲に適用すべく、井戸の維

持管理のための手法として認知する手続きを始めている。 

 

【成果の活用面・留意点】 

1. この方法により井戸の有効利用が可能となり今後放牧地の有効利用範囲の拡大が期待できる。 

2. 羊ファンドの詳細な運用規約をグループ毎に決めておくことが必要である。 
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図２ 羊ファンド用の羊の確定 

（耳標等により明確化する） 

（羊ファンドの内容） 
 グループの各メンバーが１頭の成雌羊（２～３歳）をファンド用に拠出する。 

 ファンド用の羊の飼育は、拠出した牧民が行う。 

 ファンド用の羊が病気、死亡した場合は補充を行う。 

 井戸改修・維持管理のため必要な際に、必要分の羊を売却し現金化する。 

 羊の現金化や自己のファンドの管理・運営はグループ毎に行う。 

 全グループのファンドの運営の確認をバグ（村）行政が行う。 

（羊ファンドの利点） 

 羊は牧民自ら飼うので管理が容易

 雌羊で構成するので繁殖による増

頭が可能 

 羊の事故死等に対する補充が容易

 必要に応じた現金化が容易 

 生体管理のため、現金管理による

トラブルがない 

   資金不足 羊ファンド（牧民） 

井戸の改修要請
牧民グループ 

図３ 井戸改修の流れ 

図１ 羊ファンドの創設 

　　区　　分 金額(ﾄｩｸﾞﾙｸﾞ)

１)資材の輸送 1 回 48,000

２)資材費 1 式 219,000

３)作業費(人夫) 1 式 140,000

４)現地調査費 1 回 8,000

    計 415,000

井戸改修費 (ウブルハンガイ県の例)
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